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投資単位の引下げに関する考え方及び方針等について 

 

1. 投資単位の引下げに関する考え方 

 

当社は、株式の投資単位を 50万円未満の水準とすることは、個人投資家による株式投資にかかわる環

境整備の一環になるものと認識しております。現在 50万円以上の水準である当社株式の投資単位を引き

下げることで当社株式の売却・買付は行い易くなり得ますが、当社の企業価値を持続的に高め、全ての

ステークホルダーの期待に応えることが重要と考えております。 

 

 

2. 投資単位の引下げに関する方針 

 

投資単位の引下げに係る施策につきましては、売却・買付の増加による株価変動等の既存株主への影

響度合い、個人株主人数の推移、投資単位引き下げに伴う利益とコスト、株式市場の動向や流動性、そ

の他の資本政策等を総合的に勘案し、慎重に検討した上で対処してまいりたいと考えております。 

現段階におきましては、株式分割をはじめとする具体的な施策及びその時期につきましては未定であ

ります。 

当社では株主の皆様は極めて重要な存在であると捉えており、引き続き中長期的な企業価値創造を行

うことでお応えしてまいりたいと考えております。 

 

（参考） 

2025年12月末における単元株式を保有する当社株主のうち個人株主の数（7,696名）は約87％となっ

ております。 

以 上 

 

 

 


